
        

平成 29 年１月 10 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ク ラ ウ デ ィ ア
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（コード番号：3607 東証第１部）
問合わせ先 常務取締役管理本部長 鳴尾好司
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連結子会社の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社クラウディアブラ

イダルサービス（以下「ＫＢＳ」といいます。）との間で、当社を合併存続会社、ＫＢＳを合

併消滅会社とする吸収合併（効力発生日は平成29年３月１日（予定））を行うことを決議し、

本日付で合併契約書を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本合併は、連結子会社を対象とする簡易合併であるため、開示事項・内容を一部省略

しております。 

記 

１．合併の目的 

ＫＢＳは、当社が平成22年８月に設立いたしました当社100％出資の連結子会社であり、同

年９月に実施いたしました当社から同社への結婚式場の運営に関する事業（以下「式場事業」

といいます。）の譲渡以降、当社の主要連結子会社として式場事業の運営を行ってまいりま

した。 

その後、平成28年９月１日付にて、当企業グループのサービス事業領域の事業部門（ショ

ップ事業・式場事業）を統合・一社化し、経営の効率化を図ることを目的として、ＫＢＳが

営む式場事業（建物等一部の不動産に関する資産・負債及び契約上の地位を除く。）を、同

じく当社100％出資の連結子会社である株式会社クラウディアコスチュームサービス（以下

「ＫＣＳ」といいます。）に吸収分割により承継いたしました。 

上記の経緯から、ＫＢＳについては、当該吸収分割の分割会社としての事務手続きを進め

るとともに、当企業グループにおける事業会社としての活用方法等を検討してまいりました

が、当社が平成29年９月１日付（予定）で持株会社に移行することから、同社が所有する不

動産を当社に集約することにより当企業グループの更なる運営の効率化を図ることを目的に、

同社を吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

合併契約書承認取締役会 平成29年１月10日 

合併契約書締結日 平成29年１月10日 

合併の効力発生日 平成29年３月１日（予定） 

   （注）１．本合併は、当社においては、会社法第796条第３項に定める簡易合併であり、

当社は株主総会の承認を得ることなく実施いたします。 

２．ＫＢＳにおいては、会社法第784条第１項に定める略式合併の要件を充たし

ますが、取締役会非設置会社であることから、臨時株主総会の承認を得て実

施いたします。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ＫＢＳは解散いたします。 



        

（３）合併に係る割当ての内容 

当社は、ＫＢＳの発行済株式の全部を所有しているので、本合併による株式、金銭そ

の他の財産の割当ては行いません。 
 
（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
    該当事項はありません。 
 
３．合併当事会社の概要（平成28年８月31日現在） 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1) 名称 株式会社クラウディア 
株式会社クラウディアブライダルサー

ビス 

(2) 所在地 京都市右京区西院高田町 34 番地 京都市右京区西院高田町 34 番地 

(3) 
代表者の 

役職・氏名 
代表取締役会長兼社長  倉 正治 

代表取締役会長  倉  正治 

代表取締役社長  小倉 史裕 

(4) 事業内容 
婚礼衣裳等の企画・製造・販売・レン

タルに関する事業など 
結婚式場の運営 

(5) 資本金 1,071 百万円 80 百万円 

(6) 設立年月日 昭和 51 年 12 月 21 日 平成 22 年８月 10 日 

(7) 発行済株式数 9,689,200 株 1,960,000 株 

(8) 決算期 ８月 31 日 ８月 31 日 

(9) 
大株主及び 

持株比率 

倉 正治 18.53％ 株式会社クラウディア 100％

有限会社クラエンタープラ

イズ 
17.32％  

株式会社クラウディア 10.56％  

株式会社丸文 4.91％  

ドイチェ バンク アーゲー

ロンドン ピービー ノント

リティー クライアンツ  

613 

（常任代理人 ドイツ証券

株式会社） 

3.70％

 

(10) 直前事業年度の財政状態及び経営成績         

決算期 平成 28 年８月期（連結） 平成 28 年８月期（個別） 

純資産 5,348 百万円 △415 百万円 

総資産 12,260 百万円 1,720 百万円 

１株当たり純資産 617 円 13 銭 △212 円 23 銭 

売上高 13,020 百万円 2,478 百万円 

営業利益 311 百万円 △178 百万円 

経常利益 346 百万円 △153 百万円 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
△1,652 百万円 △1,443 百万円 

１株当たり当期純利益 △190 円 69 銭  △736 円 61 銭 



        

(注)１．吸収合併存続会社（株式会社クラウディア）は、連結配当規制適用会社であります。 

２．吸収合併消滅会社（ＫＢＳ）は、上記１．に記載のＫＣＳとの平成 28 年９月１日付吸

収分割の実施により、現在は結婚式場の運営を行っておりません。また、当該吸収分

割の実施により、本合併の対象として当社が受け入れる予定の資産、負債の項目及び

帳簿価格は、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

資産 負債 

項 目 帳 簿 価 格 項 目 帳 簿 価 格

流 動 資 産 101 流 動 負 債 63 

固 定 資 産 588 固 定 負 債 91

合 計 689 合 計 154

(注) 上記の資産、負債の項目及び帳簿価格は、平成 28 年８月 31 日現在の貸借対照

表を基準として算出しており、実際の金額は、上記金額に本合併の効力発生日

前日までの増減を加除した金額となります。 

 

５．合併後の状況 

本合併による当社の名称、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算

期に変更はございません。 

 

６．今後の見通し 

本合併は、当社 100％出資の連結子会社との合併であるため、連結業績に関しては、売上

高、営業利益、経常利益までの損益に与える影響は軽微であります。 

ただし、ＫＢＳは、平成 28 年８月期決算において繰延税金資産を計上していないことから、

今後、当社において本合併により受け入れる将来減算一時差異について、繰延税金資産の回

収可能性を慎重に検討したうえで、平成 29 年８月期第３四半期連結決算において法人税等調

整額（益）の計上を行うことが考えられます。 

また、平成 29 年８月期第３四半期個別決算においては、当社が本合併の効力発生日におい

てＫＢＳから受け入れた純資産と当社が所有する同社株式の帳簿価額との差額を、特別利益

（抱合せ株式消滅差益）として計上することが見込まれますが、連結決算においては全額消

去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

今後、本件について開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

 


